
 

平成２１年度 科学研究費補助金（学術創成研究費） 
研究進捗評価結果 

      
 

研究課題名 
還元系金属酵素の有機金属・クラス

ター化学 
研究代表者名 
（所属・職） 

巽 和行（名古屋

大学・物質科学国

際 研 究 セ ン タ

ー・教授） 
 
 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

 
 
 評価意見 

  本研究課題は、その高い重要性にも関わらず、合成的アプローチが未開拓の還元系

金属酵素のモデル化合物の研究を、無機化学者、有機金属化学者、生化学者、理論化

学者の共同により総合的に進めることを目的としている。 

研究計画に挙げたほとんどの項目において研究は順調に進行し、所期の目標を達成

しつつある。特に、ニトロゲナーゼや[NiFe]ヒドロゲナーゼの活性部位モデル化合物

の合成は、当該分野での優れた業績である。 

今後、当初の研究計画で意図されていた分野の異なるグループ間での連携を強化す

ることにより、酵素モデル化合物合成の新概念の創出に向け一層の発展が期待され

る。 

 

 
 

  


